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　大口・菱刈地域包括支援センターでは、高齢者のみなさんが生活の中で心配していること、

健康のために気を付けたいこと、介護のことなどについて、『出前講座』を行います。

　市役所や地域包括支援センターの職員、地域や病院などで働く専門のスタッフが、地域に

出かけて「ためになるお話」をします。

※上記以外の内容をご希望の場合はご相談ください。日時等について、ご希望に添えない場合もあります。

テーマ 内　容

１
 早わかり介護保険

 ～介護予防も大切です～

  どんな制度なの？どこに相談すればいい？など、

  みなさんの『？』を解消しましょう。

２
 体を動かして健康寿命を

 延ばそう！

  めざせ、健康寿命 ‼体操や運動で、いつまでも

  体と心の健康を保ちましょう。

３  健
けんこう

口づくりでフレイルを防ごう
  日常の生活でできることばかり。食事（栄養）と

  お口の健康づくりで、元気な体をつくりましょう。

４
 認知症について理解しよう！

※認知症サポーター養成講座

  脳の障がいによって起こる病気「認知症」を正

  しく理解しましょう。

５  ご存じですか？成年後見制度
  認知症や障がいなどで、判断能力が衰える不安

  を支援する法的な仕組みを学びましょう。

６
 高齢期に心がけたい病気の

 予防や健康づくり

  定期健診を活かして、生活習慣病の予防をする

  ことが、健康寿命のポイント！

７
 狙われているのはあなたかも !?

 防ごう、消費生活トラブル !!

  悪質商法・振り込め詐欺など消費者被害を未然

  に防ぎ、解決する方法も学びましょう。

８  知って得する！防災の知識
  大雨や台風など災害被害から、身を守る方法等

  を学びましょう。

Information

高齢者にとって気になる

生活・健康・介護の にうかがいます！「出前講座」

受講料
無料

【申込方法】

 ・ ・開催希望日の１か月前までに、グループ（自治会、校区コミュニティ、サロンなど）で申

し込んでください。少人数でも申し込みできます。

  ・・聞いてみたい内容を上記のメニューから選んで、市役所等に置いてあるチラシのうら面

　『出前講座申込書』を記入し申込先に提出するか、電話で申し込んでください。

申込・問い合わせ先

長寿介護課大口地域包括支援センター（大口庁舎）☎２３－２３７７・　  ２２－５０３５

　　〃　　菱刈地域包括支援センター（菱刈庁舎）☎２６－１３０７・　  ２６－１２０２

Information

伊佐市総合体育館休館 問い合わせ先

文化スポーツ課スポーツ係

☎２６－１５７８

　伊佐市総合体育館は、天井改修工事のため休館いたします。ただし、武道場

は使用できます。市民のみなさまにご不便をおかけしますが、ご理解とご協力

をよろしくお願いします。

休館期間 10月1日～令和6年3月31日
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５月１日 （月）～８月 25 日 （金）募集期間

※ 8月 25日消印有効

　伊佐市出身の歴史小説家海音寺潮五郎の偉業を顕彰し、遺徳を偲ぶとともに、海音寺潮五郎の作品

の周知と、文芸推進及び文化の向上を図るため、文芸作品を全国から募集します。

テ ー マ　自由

募集規定

〇Ａ４判 400 字詰原稿用紙を使用してください  

  （ワープロ原稿可）。

〇１枚目は表紙とし、郵便番号・住所・氏名（ふ 

　りがな）・年齢・電話番号を明記して応募原稿

　に添付してください（高校生（定時制を含む）

　以下は学校名を記入）。

〇２枚目から応募作品の題名を記入して本文を書

　き始めてください。

※応募作品は未発表のものに限り、短歌・エッセイ

　は各 1点までとします。作品は返却いたしません

　ので、ご了承ください。　

募集内容

■ 短　　歌（５首連作）

■ エッセイ（１篇400字詰原稿用紙

　 ４枚～５枚程度：表紙は含みません）

※入賞作品の出版権は伊佐市教育委員会に

　帰属します。

応募方法

一作品につき 1,000 円分の郵便小為替

を作品に添え、応募先にご送付ください。

※高校生（定時制を含む）以下は無料です。

選考委員　  ・大口　玲子氏

　　　　　  ・岡田　哲也氏

　　　　　  ・東　  直子氏

各　　賞　（短歌・エッセイ各部門）

● 最優秀賞　10 万円 ＋ 副賞（１点）

● 優 秀 賞　   ５万円 ＋ 副賞（２点）

● 佳 作　   ２万円 ＋ 副賞（４点）

● 海音寺賞　   １万円 ＋ 副賞（１点）

※副賞は地元特産品（伊佐米、伊佐焼酎な 

　ど）。未成年者の副賞は地元特産品（伊

　佐米）・図書カードとなります。

※表彰式は、後日入賞者へ連絡します。

発　　表　入賞者への通知をもってかえ

　　　　　させていただきます。

〒８９５－２701　伊佐市菱刈前目２019－1　

伊佐市立菱刈図書館 『銀杏文芸賞』 係

☎  ０９９５－２6－3000

０９９５－２6－4121

第 23 回「銀杏文芸賞」作品募集
問い合わせ先

社会教育課図書館係　　　２３１６内線

Information

春の農作業事故ゼロ運動

〈農繁期 ４月～６月〉

● 圃場周辺の危険箇所の確認・改善を行いましょう。

● 機械の点検・整備を行いましょう。

● 機械を操作する際は、周りに人がいないか十分に確認しましょう。

● トラクターを運転するときは、安全フレームを装備しシートベルト・ヘル

  メットも必ず装着し、トラクターに作業機を装着して公道を走行する際

  は十分な道幅を確保し、灯火器を設置して安全運転に心がけましょう。

● 暑くなり始めますので、こまめな休憩・水分補給を行いましょう。

応募先

Ｒｅｃｒｕｉｔｍｅｎｔ

　近年、農作業機械の転落・

転倒による死亡事故等が多

く発生していますので、安

全に作業ができるよう次の

ことに取り組みましょう。
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農業者のみなさまへ 支援事業のご案内

Information

★ 肥料価格高騰対策事業

[国・県の支援事業 ]

　肥料価格の高騰による農業経営への影響を緩和す

るため、化学肥料の低減に向けて取組む

農業者の肥料費を支援します。

支援の対象
となる肥料

　令和４年 11 月から令和５年５月に購入した肥料（令和５年の春肥として

　使用する肥料）※これまで申請していない秋肥（令和４年６月から 10 月

　に購入した肥料）も申請できます。

支援の内容

　化学肥料低減の取組を行った上で前年度から増加した肥料費について、

　その 85％ （国支援分 70％ +県支援分 15％） を支援金として交付

申請に
必要な物
・要件

① 春肥（令和4 年 11 月～令和 5 年 5 月に注文）の購入価格がわかるもの

 注文票・領収書または請求書　※秋肥と春肥は、別々に申請

② 化学肥料低減に向けた取組みに２つ以上取組むこと

③ 特殊肥料（堆肥等）の場合は、表示票の写しまたは、生産業届の写し

申請方法
　５戸以上の農業者グループで申請

※申請先や申請期限は、農協または肥料販売店にお問い合わせください。

問い合わせ先

▼事業内容に関すること

鹿児島県農業再生協議会

　（事務局：農政部経営技術課内生産環境係）

☎０９９—２８６—２８９１

▼申請に関すること

鹿児島県肥料価格高騰対策事務局

　（コールセンター）

☎０９９—２０１—５１５０

支援金 ＝ ≪当年の肥料費 － （当年の肥料費 ÷ 価格上昇率 ÷ 使用量低減率） ≫× 0.85

★ 伊佐市園芸産地

継続支援事業補助金制度

育苗に必要な
経費への支援

　園芸作物の新規栽培や面積拡大に取組む農業者を対象に、園芸作物新規

　栽培面積または拡大面積が概ね 10 ａ以上ある場合に、種子代・育苗資材

　経費・苗購入費に係る経費 （上限 30 ａ） を補助率 1/2 以内で 15 万円を

　上限に伊佐市が助成します。

作付け準備に
必要な機械等の
機械導入経費
への支援

　園芸作物の栽培面積が 20 ａ以上（かぼちゃについては 60 ａ以上）に取

　組む３戸以上の農業者で組織する団体または、園芸作物の栽培面積が

　10 ａ以上（かぼちゃについては 30 ａ以上）に取組む農業者または法人を

　対象に、20 万円以上の機械の導入に要する経費（設置費含む）を補助

　率 1/2以内で 50万円を上限に伊佐市が助成します。

交付要件
　補助金の交付を受けた年度から継続して 3 年以上、 販売を目的として園芸

　作物を生産すること　購入期間 ： 4月 1日～令和6年3月31日

申請について

　交付申請書・事業計画（実績）書・収支予算（実績）書

　見積書の写し・領収書・写真（ほ場・機械等）

　交付申請期間 ： ５月１日～令和６年２月29日

※伊佐市金山ねぎ面積拡大事業は、　令和５年３月 31日で終了しました。

提出・問い合わせ先　農政課農業政策係（菱刈庁舎）　　　２２４６・２２４７

　園芸作物（根深ねぎ・かぼちゃ・水田ごぼう・さといも等）

の新規栽培や面積拡大に取組む農業者等を支援する

ため、育苗に必要な経費・作付けに必要な機械等の

機械導入経費の補助金制度が４月から始まりました。

内線

0.9秋肥 ・春肥ともに 1.4
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5月

TTEELL：：00999955--2222--00442255

住住所所：：伊伊佐佐市市大大口口小小木木原原889999

建建築築設設計計・・施施工工・・不不動動産産

建建材材・・木木材材・・ササッッシシ・・太太陽陽光光発発電電等等

HH PP hhttttpp::////ttaakkeesshhiittaannooiiee..ccoo..jjpp

ee--mmaaiill yyttaakkee@@ttaakkeesshhiittaannooiiee..ccoo..jjpp

レレンンタタルルススペペーースス

利利用用者者募募集集中中!!!!

おお気気軽軽ににおお問問合合せせくくだだささいい。。

入入居居者者募募集集中中！！ 残残りり１１棟棟

居居心心地地ののよよいい空空間間ををめめざざししてて

＊おおかかげげささままでで 会会社社設設立立6633年年。

広告

お
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せ

広告

Information

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成
事
業
の
終

了
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
特
段
の
事
情
が
生
じ
な
い
限
り
、

５
月
８
日
か
ら
、
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
５
類
感
染
症
に
移
行
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
移
行
に
伴
い
、
現
在
、
市
で
行
っ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

不
安
が
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
費
用
の
一
部
助
成
事
業
は
５
月
７
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
係

１
２
４
６
・
１
２
４
７

税
務
課
が
発
行
す
る
税

金
の
お
知
ら
せ
（
納
税
通

知
書
や
納
付
書
）
の
発
送

に
使
用
し
て
い
る
封
筒
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
か
ら

税
務
課
か
ら
届
く

封
筒
の
変
更
に
つ
い
て

茶
色
の
封
筒
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違

日
時
・
会
場

〇
６
月
２
日
（
金
）
19
時
開
演

　

伊
佐
市
体
育
セ
ン
タ
ー

〇
６
月
３
日
（
土
）
19
時
開
演

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

〇
６
月
４
日
（
日
）
14
時
開
演

大
口
小
学
校
体
育
館

※
入
場
は
開
演
の
20
分
前
か
ら

入

場

料

前
売
り
１
、
２
０
０
円

※
当
日
２
、
０
０
０
円
、
３
歳
以
下
無
料

チ
ケ
ッ
ト
取
扱

大
口
子
ど
も
劇
場
事
務
所
、
伊
佐
市
文

化
会
館
、
伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎
（
１
階

正
面
入
口
・
総
合
案
内
）、
伊
佐
市
役
所

菱
刈
庁
舎
（
１
階
・
地
域
総
務
課
窓
口
）、

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
菱
刈
図
書
館

問
い
合
わ
せ
先

大
口
子
ど
も
劇
場
事
務
所

☎
㉒
２
５
１
２

第
35
回

「伊
佐
ち
い
き
芸
術
祭
典
」

地
域
振
興
課
の
事
務
所
移
転

伊
佐
レ
ク
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日

時

５
月
14
日
（
日
）

９
時
～
13
時

場　
　

所　

伊
佐
市
体
育
セ
ン
タ
ー

参

加

料

無
料

※
自
由
参
加
で
す
。
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８

地
域
振
興
課
は
事
務
所
を
移
転
し
、

５
月
１
日
（
月
）
か
ら
市
役
所

大
口
庁
舎
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
電
話
番
号
等
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

連

絡

先

地
域
振
興
課

☎
㉓
１
３
１
１

ラ
ス
ト
ラ
ー
ダ
カ
ン
パ
ニ
ー

「
サ
ー
カ
ス
の
灯
」

内
線

内
線

え
の
無
い
よ
う
に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
通
知
書
や
納
付
書
の
書
式

に
つ
い
て
も
、
配
置
や
色
味
を
変
更
し
て

い
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

当
面
で
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
を
５
月
中
旬
前
後
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

１
１
８
２

品作 
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伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

内
線

環
境
影
響
評
価
準
備
書

縦
覧
及
び
住
民
説
明
会
の
開
催

　

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
き
、(
仮
称) 

肥
薩
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
環
境
影
響
評
価

準
備
書
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

事
業
者
名　

電
源
開
発
株
式
会
社

代
表
者
名
：

代
表
取
締
役
社
長

渡
部

肇
史

　

所
在
地
：
東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目

15
番
1
号

対
象
事
業
名

広告

（
仮
称
）
肥
薩
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

対
象
事
業
の
種
類
：
風
力
発
電（
陸
上
）

発
電
設
備
出
力
：
最
大
12
万
９
千
キ
ロ

ワ
ッ
ト

対
象
事
業
実
施
区
域

伊
佐
市
及
び
出
水
市
、
熊
本
県
水
俣
市

◆
準
備
書
の
縦
覧

縦
覧
場
所

市
民
課
前（
大
口
庁
舎
１
階
）

縦
覧
期
間

５
月
10
日
（
水
）
～

６
月
９
日
（
金
）

※
開
庁
日
の
み

縦
覧
時
間

９
時
～
17
時

電
子
縦
覧

https://www.jpower.co.jp/sustai

nability/environment/assessment/

wind.html

◆
住
民
説
明
会

開
催
日
時　

５
月
23
日
（
火
）

18
時
30
分
～

開
催
場
所

伊
佐
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

意
見
書
の
提
出

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
、
環

境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見
を
お
持

ち
の
人
は
、
書
面
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

提
出
方
法

氏
名
及
び
住
所
、
準
備
書
の
名
称
、
環

境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見
を
記
載

し
、
提
出
先
に
郵
送
（
６
月
26
日
消
印
有

効
）
ま
た
は
縦
覧
場
所
に
設
置
さ
れ
た
意

見
書
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
個
人
情
報
は
必
要
か
つ
適
切
な
安
全
管

理
措
置
を
講
じ
ま
す
。

提
出
期
間

５
月
10
日
（
水
）
～

６
月
26
日
（
月
）

意
見
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
１
０
４
―
８
１
６
５

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
15
番
1
号

電
源
開
発
株
式
会
社
陸
上
風
力
事
業
部

☎
０
３
―
３
５
４
６
―
９
６
０
０

（
担
当
：
戸
松
、
谷
口
、
若
林
）

※
９
時
～
17
時

（土
日
・
祝
日
を
除
く
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

工
事
の
補
助
制
度

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
等
の
被

害
を
防
ぎ
、
安
全
な
建
築
物
の
整
備
を
促

進
す
る
た
め
に
、
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
木
造
の
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

（
床
面
積
の
過
半
が
住
宅
の
用
途
で
あ

る
こ
と
）で
、現
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
地
上
３
階
建
て
以
下
で
あ
る
こ
と
。

対

象

者

①
～
③
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
木
造
住
宅
の
居
住
者
ま
た
は
所
有
者
で

あ
る
こ
と
。

②
木
造
住
宅
で
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な

る
場
合
は
、
当
該
所
有
者
及
び
居
住
者

の
双
方
が
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事

の
実
施
に
つ
い
て
同
意
し
て
い
る
こ
と
。

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

補
助
の
要
件

①
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事
の
設
計
・

監
理
は
、
耐
震
診
断
技
術
者
が
所
属
す

る
建
築
士
事
務
所
に
委
託
す
る
こ
と
。

②
耐
震
改
修
工
事
は
、
耐
震
診
断
に
よ
っ

て
耐
震
改
修
が
必
要
と
さ
れ
た
建
物
で

あ
る
こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
は
、
主
な
耐
震
補
強
箇

所
を
目
視
で
確
認
で
き
る
時
期
に
、
市

が
行
う
中
間
検
査
に
合
格
す
る
こ
と
。

補
助
金
額

※
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

の
要
件
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
・
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
建
築
係
（
菱
刈
庁
舎
）

２
２
３
１
・
２
２
３
２

令
和

５
年
度

耐
震
診
断

耐
震
改
修

工
事

補
助
率

３
分
の
２

１
０
０
分
の
23

限
度
額

６
万
円

30
万
円

件

数

１
件

１
件
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内
線

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

医
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

令
和
５
年
度
慰
霊
巡
拝
事
業
参
加
者

募
集旧

主
要
戦
域
と
な
っ
た
陸
上
及
び
遺
骨

収
集
の
望
め
な
い
海
上
等
に
お
け
る
戦
没

者
を
対
象
と
し
て
慰
霊
巡
拝
を
行
い
ま
す
。

遺
族
の
範
囲

慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦

没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族
（
子
・

兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦
没
者
の
孫
、

戦
没
者
の
甥
・
姪

　

精
神
科
医
師
が
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日

時

６
月
７
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

所

大
口
保
健
所

申
込
方
法

６
月
５
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係

☎
㉓
５
１
０
３

日

時

５
月
23
日
（
火
）

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場

所

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

多
目
的
ホ
ー
ル

内

容

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

参

加

料

無
料

参
加
資
格

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限

５
月
19
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

Information

募　
　

集

土
地
建
物
の
相
続
登
記
手
続
等
説
明

会
　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
不
動
産
の
相

続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
前
の
相
続
で
も
相
続
登
記
が
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
義
務
化
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
今
の
う
ち
か
ら
、
相
続
登
記
を
速
や

か
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局
で
は
、

土
地
建
物
の
相
続
登
記
手
続
等
の
説
明
会

を
講
義
形
式
で
開
催
し
ま
す
。

日

時

５
月
23
日
（
火
）
14
時
～
15
時

　

６
月
20
日
（
火
）
14
時
～
15
時

広告

場

所

鹿
児
島
地
方
法
務
局

霧
島
支
局
２
階
会
議
室

内

容

相
続
登
記
手
続
、
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
、
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

定

員

各
日
程
先
着
20
人

※
事
前
に
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
個
別
の
案
内
を
希
望
す
る
人
は
登
記
手

続
案
内
（
☎
０
９
９
５
―
４
５
―
０
３

３
０
：
予
約
制
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

☎
０
９
９
５
―
４
５
―
０
０
６
４

内
線

日
本
語
教
室
受
講
生
及
び
講
師
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
で
は
外
国
人
の

た
め
の
日
本
語
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
受
講
生
と
教
室

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
講
師
を
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。

開

催

日

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

時

間

18
時
30
分
～
20
時

場

所

伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎

大
会
議
室

◆
第
1
回
日
本
語
教
室

６
月
８
日
（
木
）
18
時
30
分
～

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
㉖
１
５
５
４
　
　

２
３
１
２

※
遺
族
代
表
と
し
て
の
条
件
や
提
出
書
類

が
あ
り
ま
す
。

主
な
実
施
地
域

北
ボ
ル
ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
イ

ン
ド
、
硫
黄
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
な
ど

※
実
施
地
域
に
よ
り
巡
拝
期
間
は
異
な
り

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

１
２
６
８


